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1. はじめに 

IoT 向けのプロトコルである MQTT が注目されている．

MQTT が利用される場面として IoT データを保管するデー

タセンタやスマートファクトリ[1]が挙げられる．これらに

MQTTを導入時，Publisher側からのデータを Brokerが受信

する際，多量の受信データを Broker が処理出来ない可能性

がある． また，Brokerが十分な処理能力を有していたとし

ても Subscriber における受信処理がボトルネックとなる可

能性がある． 

そこで，Broker を複数台用いて負荷分散を行う．さらに，

MQTT v5.0[2] が備える Shared Subscription を用いて

Subscriber の負荷分散を行う．これらにより，高いスルー

プットで情報収集できる基盤の構築を検討する． 

2. 提案手法 

MQTT v5.0を用いる．MQTT v5.0は MQTT v3.1.1[3]の機

能を拡張したものである．提案手法の概要図として図１を

示す．提案手法では Broker を複数台，Subscriber も複数台

用いる．まず、Publisher からブローカへの接続は、DNS ラ

ウンドロビンで振り分ける．Subscriber 側では MQTT v5.0

の機能，Shared Subscriptionを用いる．Shared Subscriptionは

同じトピックに登録しているクライアント同士でグループ

を作成し， Subscriber 同士が交互に Broker からのメッセー

ジを受け取ることで負荷を分散することができる．この機

能により Subscriber からブローカへの購読では、Shared 

Subscriptionを利用して、受信処理を分担する．  

図 1 提案手法(Multi Broker +Shared Subscription )  

の概要図 

3. 実験 

本実験では Subscriber 側スループットの測定を行った．

比較対象として図 1 の提案手法との単体 Broker，複数

Broker (2 台)，Shared Subscription の導入及び非導入時のス

ループットの比較対象として，Single Broker （単体）

+Single Subscription（スレッド数:1），Single Broker （単体）

+ Shared Subscription（スレッド数:2），Multi Broker (2台)+ 

Single Subscription(スレッド数 :2)の  3 手法と比較する．

Shared Subscription の Broker から Subscriber の割り当ては

MQTT の OSS 実装 Mosquitto[4]の仕様に準ずる．利用クラ

イアント実装は MQTTLoader[5]で行った．マシンスペック

は Publisher が CPU: Core i9 10900K，Memory: 64GB，OS: 

Ubuntu 20.04，その他は Celeron N3350 で Memory: 4GB, 

OS:Ubuntu 20.04の Broker2台,Subscriber2台で実機を用いて

計測を行った．実験結果として，Subscriber 側のスループ

ットを図 2に示す． 

 
図 2 Subscriberのスループット結果 

提案手法は他の手法と比べ，QoS0,1,2ともに 2倍近いス

ループットを得ることが出来た． 

4. おわりに 

Broker側では，複数 Brokerを用いてデータの分散を行い，

Subscriber側ではMQTT v5.0の Shared Subscriptionを用いる

ことにより Subscriber 側の負荷分散を行う情報収集基盤の

構築を検討した．Broker 及び Subscriber を複数台使うこと

により，高負荷の際，高スループットを得ることが確認出

来た． 
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